
□□ 2019年度 SSH成果報告会 □□ 

SSH成果報告会では、課題研究（理数科）・探究活動（普通科）の成果を共有しましょう。 

今年度の成果報告会の概要（ゴールイメージ）をお知らせします。 
 

１ 日  時 令和２年２月２２日（土） ８：４５～１２：５０ 
8:30  8:45  8:55                      10:30 10:45                     12:30 12:50 

受

付 
開会式 

生徒発表Ⅰ 

Eプラン研修報告 
釧路湿原巡検報告（理数科1年生） 

探究活動（普通科） 

休憩 

準備 

生徒発表Ⅱ 
課題研究のポスター発表（理数科2年生） 

探究活動ポスター発表（普通科1，2年生） 

閉会式 

 

２ 内  容 

（１）生徒発表会Ⅰ：第二体育館（8:45～10:20） 1，2年生全員を対象とした口頭発表会 

①Eプラン研修（2件）  日本語口頭発表（発表7分 質疑応答3分） 

②普通科「探究活動」（3件） 日本語口頭発表（発表7分 質疑応答3分） 

  ・津波・防災の探究と東日本大震災メモリアル day2020研修報告 

  ・釧路市街地の活性化 

  ・釧路湿原 

③釧路湿原巡検の報告（理数科１年生：1件） 英語口頭発表（発表7分 質疑応答5分） 

 

（２）生徒発表Ⅱ：第１体育館（10:45～12:20） 

課題研究、探究活動のポスター発表 

・理数科２年生ポスター発表：10件 

・普通科「探究活動」 

各領域からの代表グループ 36～41件（予定） 

 

４ ポスター発表について 

（１）発表時間５分（目安） 発表終了後、質疑応答を行う。 

（２）ポスターについて 

【理数科】 Ａ０版ポスター：２枚以内 

SSH 生徒研究発表会（全国大会）の規定による。 

 

【普通科】希望調査をして、調整します。 

①プレゼンテーションボード（下図）にレイアウト 

 ②模造紙（2枚以内）にレイアウト 

 ③視聴覚機材（プロジェクタ、モニタ等）を 

活用したい場合→機材の調整 

④音を活用したプレゼンテーション 

→会場、発表時間等の調整を行う。 
 

     30cm            60cm           30cm 

 

 

   高さ 

84cm 

 

 

 

生徒用机を 2台並べ、その上に 

プレゼンテーションボードを設置して行う。 

北海道釧路湖陵高等学校   
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No. 6 

領 域 生徒数 
成果発表会 

代表枠 

釧路湿原 24 2～3 

環境系 18 2 

釧路市街地の活性化 31 3 

津波・防災 46 4 

心理学系 39 4 

スポーツ系 20 2 

人体・感覚系 25 2～3 

言語系 19 2 

芸術・文化系 16 2 

社会・経済系 28 2～3 

地理・歴史系 20 2 

数学・情報系 8 1～2 

物理・地学系 28 2～3 

化学系 18 2 

生物系 19 2 

医療・健康系 21 2 
 380 36～41 

SSH newsletter 

発表内容をA4等の紙に作成し、

プレゼンテーションボード上、 

または模造紙上でプレゼンテーシ

ョンを構成する。 
探究者の思考のプロセス、

議論の過程が他者に伝わる

構成にする。 


